
　ゆず農家になって今年で６年目になる和田さん。
ゆずの収穫のアルバイトに参加した際、収穫が楽し
く、農家が一人で栽培管理している姿に惹かれ、
農業に興味を持ったそうです。１年半ほど兼業農家
を経て、その後専業農家へ。初めは１年間の管理
の流れを掴むのが大変だったそうですが、今では
100アールの園地を一人で管理しています。和田さ
んは「農家は大変だけど、やりがいがある。収穫時
期には１カ月間多くの人が集まってワイワイしながら
収穫します。それがとても楽しい」と魅力を語りま
す。また、今年度からは150アールに規模拡大した
ので、先輩たちに追いつけるような仕事をしていき
たいと、話してくれました☆

多くの人にやっこねぎの
魅力を伝える
やっこねぎ部会  部会長

宮地 泰範さん  （53）　野市町西野で吉岡さんご夫婦が営むカフェ。モー
ニング・ランチ・スイーツ・ドリンクと幅広いメニューを
準備。オススメは「カンパーニュセット」！  イチ押し
のカンパーニュにハムやチーズ、ハーブソルトなどを
のせて焼いていてボリューム満点です♪  地元の農
産物たっぷりの日替わりランチも人気で、テイクアウ
トもできます ！  クッキーなどの焼き菓子も好評で、そ
れだけを買いに来るお客さんもいるそうです ！  また、
店内には10人ほどの作家さんが作った雑貨がずらりと
並び、食事だけでなく可愛い雑貨も楽しめる空間と
なっています。「女性客が多い」とのことでしたが、
確かにふんわりとした雰囲気がとても居心地良く、一
人でもふらっとお茶しに来たいな、と思いました♡

※日替わりランチのテイクアウトをご希望の方は
　事前にご連絡頂きますよう、お願い致します。
　TEL:0887－56－3004

土佐山田
支所管内

より

吉川支所管内より

　現在60アールでやっこねぎを栽培しており、就農し
て22年になります。「昔に比べ単価も下がってきており、
厳しい部分もある」と話す宮地さん。だからこそ、やっ
こねぎのＰＲに力を入れています。部会で運営するイン
スタグラムでは薬味としてだけでなく、様々な食べ方を
紹介。ＨＰもリニューアルし、動画を投稿する等、消費
者に興味をもってもらえるように工夫しています ！  また、
南国市にある「ベーカリーカムリ」では、やっこねぎを
使ったパンも販売♪  農家以外の方との交流の中で知
名度アップを目指します。宮地さんは「細くていろいろ
な料理に使えるやっこねぎをたくさんの人に知ってもらい
たい。今はＳＮＳに力を入れているが、また違う角度から
どんどんＰＲしていきたい」と話しました☆

物部支所
管内より

大変だけどやりがいや
魅力のある仕事
和田 朋之さん  （33）
わ　だ　とも ゆき

　人懐っこく、優しい性格のトラジくん。取材に行くと
逃げることもなくスリスリ。飼い主さんが呼ぶと
「ニャー」と返事をします♪  レシートを丸めたもので
遊ぶのが大好きなのですが、遊んでいる途中で自分
の手の届かないところに飛んでしまうと「取って～ ！ 」
といった顔で静止 ！  それが可愛くてついつい取ってあ
げてしまいます。こんぶくんはトラジくんと正反対で極
度の人見知り。なかなか姿を見せてくれなくて撮影に
も苦戦しました。飼い主さんも「抱っこはさせてくれな
い」と嘆くほど。でも、何故か飼い主さんの娘さんは
大好きで毎晩一緒に寝ています。また、トラジくんと
も大の仲良し。毎日一緒に日向ぼっこをしたり、追い
かけっこをしたりして遊んでいるそうです♪

ピッタリくっついて大の仲良し ！
中村 トラジくん  （１歳）
中村 こんぶくん  （１歳）

みや ぢ　やす のり

ふんわり優しい雰囲気に包まれて
café de show（カフェ・ド・ショウ）

なか むら

なか むら

広報担当者より

レシートで遊ぶ
トラジくん

おやつに釣られて
姿を見せてくれた
こんぶくん

カンパーニュセット

この時期は何百本もの
樹の剪定をしています

営業時間等
詳しい情報はコチラ ！
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「女性部大会・家の光大会」
２年ぶりの開催

　

女
性
部
は
１
月
12
日
、
野
市
支
所

２
階
大
ホ
ー
ル
で
「
第
３
回 

Ｊ
Ａ
高

知
県
女
性
部
土
佐
香
美
地
区 

女
性
部

大
会
・
家
の
光
大
会
」
を
開
催
し
ま

し
た
。
コ
ロ
ナ
対
策
と
し
て
人
数
制

限
を
し
、
女
性
部
員
や
Ｊ
Ａ
関
係
者

な
ど
総
勢
１
２
０
人
が
参
加
。

　

大
会
で
は
、
家
の
光
協
会
の
南
さ

や
か
氏
が
「
家
の
光
」
の
活
用
と
し

て
二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
の
ア
ク
セ
ス

方
法
を
説
明
。ｙ
ｏ
ｕ
ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
動
画

（
体
操
）
を
視
聴
し
、
実
際
に
皆
で
体

を
動
か
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
吉
川
支
部
と
夜
須
支
部
、

香
北
支
部
の
代
表
者
が
活
動
報
告
を

行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、（
株
）
千
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ

カ
ン
パ
ニ
ー
代
表
取
締
役
社
長
の
田

村
千
賀
氏
か
ら
は
「
コ
ロ
ナ
禍
に
感

じ
る
こ
と
」
と
題
し
た
講
演
が
あ
り
、

よ
さ
こ
い
工
房
「
祭
彩
」
が
舞
台
上

で
よ
さ
こ
い
演
舞
を
披
露
。
部
員
も

椅
子
に
座
っ
た
ま
ま
踊
り
に
参
加
し
、

会
場
は
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

閉
会
後
、
参
加
者
は
各
支
部
の
準

備
し
た
「
の
い
ち
ご
は
ん
」「
み
か
ん

餅
」「
ち
ら
し
寿
司
」「
菌
床
シ
イ
タ
ケ
」

「
夜
須
の
フ
ル
ー
ツ
ト
マ
ト
」「
ち
り

め
ん
じ
ゃ
こ
」
の
地
元
の
特
産
品
や

自
慢
料
理
を
持
ち
帰
り
ま
し
た
。

よさこい演舞で盛り上がる会場。

野市支所管内

香我美支所管内

高知市内 夜須支所管内

　

女
性
部
土
佐
香
美
地
区
は
１
月
20
日
、
高
知
市
春

野
町
に
あ
る
「
農
協
の
森
」
を
部
員
ら
19
人
で
清
掃

し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
県
内
の
Ｊ
Ａ
女
性
部
が
年
間
を
通
し
て

清
掃
に
訪
れ
、
景
観
保
全
を
目
的
に
取
り
組
ん
で
い

る
も
の
。

　

一
面
落
ち
葉
で
埋
め
尽
く
さ
れ
た
状
態
か
ら
、
汗

を
流
し
懸
命
に
清
掃
。
段
々
と
き
れ
い
に
な
っ
て
い

く
様
子
に
「
だ
い
ぶ
地
面
が
見
え
て
き
た
。
あ
と
も

う
少
し
よ
」
な
ど
と
励
ま
し
合
い
な
が
ら
作
業
を
続

け
る
こ
と
約
２
時
間
。
部
員
の
頑
張
り
の
お
か
げ
で

見
違
え
る
ほ
ど
綺
麗
に
な
り
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
部
員
は
「
久
し
ぶ
り
に
人
と
会
え
て
楽
し

か
っ
た
。
か
な
り
疲
れ
た
け
ど
、
こ
れ
か
ら
も
女
性
部

員
で
協
力
し
て
清
掃
を
続
け
ま
す
」
と
話
し
ま
し
た
。

皆で協力して
「農協の森」の清掃活動 ボッチャを通して交流会

　

女
性
部
夜
須
支
部
と
上
夜
須
わ
か
ば
会
は

１
月
20
日
、
上
夜
須
公
民
館
で
ボ
ッ
チ
ャ
を

通
し
て
交
流
会
を
開
き
ま
し
た
。

　

上
夜
須
わ
か
ば
会
は
、
毎
週
木
曜
日
に
同

公
民
館
で
体
操
し
た
り
、
装
飾
品
を
作
っ
た

り
と
様
々
な
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の

会
の
メ
ン
バ
ー
に
女
性
部
員
が
い
る
こ
と
か

ら
、
今
回
の
交
流
会
を
企
画
。

　

会
の
メ
ン
バ
ー
は
女
性
部
員
に
ル
ー
ル
を
習

い
な
が
ら
プ
レ
イ
。
時
折
投
げ
た
い
方
向
に
玉

が
進
ま
ず
、
自
分
の
チ
ー
ム
の
玉
を
飛
ば
し

て
し
ま
い
、
大
き
な
笑
い
が
起
こ
る
場
面
も
。

ま
た
、
得
点
に
繋
が
る
プ
レ
イ
を
し
た
人
に

は
拍
手
を
送
る
な
ど
、
終
始
笑
い
と
拍
手
が

絶
え
な
い
賑
や
か
な
交
流
会
と
な
り
ま
し
た
。

落ち葉を袋に詰める部員。 部員や職員ら16人が参加しました。

生で皮ごと召し上がれ
山北自慢の温室金柑

金柑を収穫する山崎代表。

　

山
北
果
樹
集
出
荷
場
で
１
月
６
日

よ
り
温
室
金
柑
の
出
荷
が
始
ま
り
ま

し
た
。

　

こ
の
金
柑
の
こ
だ
わ
り
は
、
高
糖

度
で
出
荷
す
る
た
め
に
樹
上
で
完
熟

さ
せ
て
か
ら
収
穫
す
る
こ
と
。
そ
の

た
め
、
糖
度
が
18
度
ほ
ど
（
露
地
み

か
ん
は
11
度
ほ
ど
）
で
フ
ル
ー
ツ
の

よ
う
に
甘
く
、
皮
ご
と
生
で
食
べ
ら

れ
ま
す
。

　

ま
た
、
生
産
者
が
収
穫
・
選
別
・

荷
造
り
を
行
い
、
集
出
荷
場
へ
運
び

込
む
個
選
共
販
の
仕
組
み
を
と
っ
て

い
る
の
も
特
徴
で
す
。

　

生
産
者
は
温
室
金
柑
研
究
会
に
所

属
す
る
８
人
。
55
ア
ー
ル
で
栽
培
し

て
い
ま
す
。

　

山
崎
淳
代
表
は
「
糖
度
が
上
が
っ

て
お
り
、
例
年
よ
り
も
甘
く
仕
上
が
っ

て
い
ま
す
。
金
柑
と
聞
く
と
『
苦
い
』

『
青
臭
い
』
と
イ
メ
ー
ジ
す
る
方
も
多

い
と
思
い
ま
す
が
、
ハ
ウ
ス
で
管
理

し
、
じ
っ
く
り
時
間
を
か
け
て
栽
培

し
て
い
る
の
で
、
美
味
し
く
召
し
上

が
れ
ま
す
。
昔
か
ら
あ
る
金
柑
の
イ

メ
ー
ジ
を
持
っ
て
い
る
方
に
ぜ
ひ
食

べ
て
も
ら
い
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

販
売
は
９
割
ほ
ど
が
県
内
で
、
今

年
度
の
出
荷
量
は
約
７
ト
ン
を
見
込

ん
で
い
ま
す
。

地区内のイベントや、地域農家の取り組みなどを紹介します！

“柑橘の女王”を出荷中

　

果
樹
部
せ
と
か
部
会
の
栽
培
す
る
温

室
せ
と
か
の
出
荷
が
１
月
27
日
よ
り
始

ま
っ
て
い
ま
す
。

　

せ
と
か
は
、
品
種
の
清
見
に
ア
ン
コ
ー

ル
を
掛
け
合
わ
せ
マ
ー
コ
ッ
ト
を
交
配

し
た
も
の
。
皮
が
む
き
や
す
く
、
高
糖

度
で
、
香
り
高
く
果
汁
が
た
っ
ぷ
り
な

の
が
特
徴
で
「
柑
橘
の
女
王
」
と
呼
ば

れ
て
い
ま
す
。

　

同
部
会
で
は
、
12
人
の
生
産
者
が
１

８
１
ア
ー
ル
で
ハ
ウ
ス
栽
培
し
て
お
り
、

糖
度
は
13
度
ほ
ど
。
出
荷
規
格
の
中
で
も

２
Ｌ
や
３
Ｌ
と
い
っ
た
商
品
価
値
の
高

い
サ
イ
ズ
に
こ
だ
わ
っ
て
作
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
サ
イ
ズ
は
摘
果
で
決
ま
り
ま
す

が
、
熟
練
の
生
産
者
で
さ
え
バ
ラ
ン
ス
よ

く
摘
果
す
る
の
は
難
し
い
と
言
い
ま
す
。

　

ま
た
、
高
糖
度
に
仕
上
げ
る
た
め
に
水

分
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
行
い
ま
す
が
、
水
分

を
抑
え
す
ぎ
る
と
木
が
弱
り
、
次
年
度
に

実
を
つ
け
な
く
な
る
こ
と
も
あ
り
、
そ
の

さ
じ
加
減
に
苦
労
し
て
い
ま
す
。

　

野
村
圭
司
部
会
長
は
「
今
年
は
摘
果

の
バ
ラ
ン
ス
の
影
響
で
少
し
小
玉
傾
向

で
す
が
、
天
候
に
恵
ま
れ
昨
年
よ
り
も

糖
度
が
高
く
、
味
も
美
味
し
く
仕
上
が

り
ま
し
た
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

温
室
せ
と
か
の
出
荷
は
今
月
末
ま
で

続
き
、
県
内
の
量
販
店
で
お
買
い
求
め

い
た
だ
け
ま
す
。

一つひとつ丁寧に収穫する野村部会長。

香我美支所管内
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チ
ャ
レ
ン
ジ
！  

家
庭
菜
園 

ト
マ
ト

完
熟
で
お
い
し
さ
ア
ッ
プ

　

ト
マ
ト
の
ふ
る
さ
と
は
日
照
量
が
多
く
、
昼
夜
の

気
温
差
の
大
き
い
南
米
ア
ン
デ
ス
地
方
。
生
育
適
温

は
昼
間
25
〜
30
度
、
夜
間
10
〜
20
度
で
す
。
ト
マ
ト

は
低
温
に
弱
い
の
で
、
遅
霜
の
恐
れ
が
な
く
な
っ
て
か

ら
植
え
付
け
ま
す
。

【
品
種
】
大
玉
ト
マ
ト
で
は
「
ホ
ー
ム
桃
太
郎
」（
タ

キ
イ
種
苗
）、「
麗
夏
」（
サ
カ
タ
の
タ
ネ
）
な
ど
が

お
薦
め
で
す
。
中
玉
で
は
「
フ
ル
テ
ィ
カ
」（
タ
キ
イ

種
苗
）、ミ
ニ
で
は
「
Ｔ
Ｙ
千
果
」（
タ
キ
イ
種
苗
）、「
ア

イ
コ
」（
サ
カ
タ
の
タ
ネ
）
な
ど
が
良
い
で
し
ょ
う
。

【
畑
の
準
備
】
予
定
の
畑
１
平
方
ｍ
当
た
り
苦
土
石
灰

１
０
０
ｇ
を
ま
い
て
土
と
よ
く
混
ぜ
て
お
き
ま
す
。

次
に
、
１
２
０
㎝
幅
の
ベ
ッ
ド
の
中
央
に
幅
30
㎝
、
深

さ
20
㎝
程
度
の
溝
を
掘
り
、
こ
こ
に
植
え
付
け
の
１

週
間
前
に
基
肥
と
し
て
１
ｍ
当
た
り
化
成
肥
料
（
Ｎ

Ｐ
Ｋ
各
成
分
10
％
）
２
０
０
ｇ
程
度
と
堆
肥
２
〜
３

㎏
を
施
し
て
お
き
ま
す
。
ベ
ッ
ド
に
は
黒
の
ポ
リ
フ
ィ

ル
ム
で
マ
ル
チ
を
し
ま
す
（
図
１
）。

【
植
え
付
け
】
植
え
付
け
の
間
隔
は
２
条
植
え
で
は

条
間
70
〜
80
㎝
、
株
間
50
〜
60
㎝
と
し
ま
す
。
植
え

付
け
適
期
は
、
１
段
花
房
の
１
〜
２
花
が
咲
く
と
き

で
、こ
の
花
が
通
路
側
に
向
く
よ
う
に
植
え
ま
す
（
図

２
）。
開
花
前
の
「
若
苗
」
を
植
え
る
と
、
生
育
が

旺
盛
に
な
り
「
木
ぼ
け
」
と
呼
ば
れ
る
過
繁
茂
に
な

り
が
ち
で
す
。

【
支
柱
立
て
】
２
ｍ
以
上
の
支
柱
を
２
条
植
え
で
は
合

掌
式
に
組
み
立
て
ま
す
（
図
３
）。

【
芽
か
き
と
摘
果
・
摘
心
】
脇
芽
は
小
さ
い
う
ち
に

指
で
摘
み
取
り
ま
す
。
１
果
房
に
果
実
が
４
〜
５
個

と
な
る
よ
う
小
さ
な
実
、変
形
し
た
実
を
除
き
ま
す
。

収
穫
果
房
数
は
４
〜
５
段
と
し
て
最
上
級
の
果
房
上

の
２
葉
を
残
し
、
摘
み
取
り
ま
す
。

【
追
肥
】
１
回
目
は
１
番
果
が
ピ
ン
ポ
ン
玉
の
頃
に
ベ
ッ

ド
の
肩
の
辺
り
に
浅
い
溝
を
切
り
、
こ
こ
に
化
成
肥

料
を
片
側
１
ｍ
当
た
り
30
ｇ
程
度
ま
き
、
土
寄
せ
し

ま
す
。
ポ
リ
マ
ル
チ
を
し
た
場
合
は
マ
ル
チ
の
両
側
に

肥
料
を
散
布
し
、
土
を
掛
け
て
お
き
ま
す
。
そ
の
後

半
月
に
１
回
を
目
安
に
２
〜
３
回
追
肥
し
ま
す
。

【
病
害
虫
防
除
】
梅
雨
時
の
大
敵
は
疫
病
で
、 

Ｚ
ボ
ル

ド
ー
な
ど
で
予
防
し
ま
す
。
ま
た
、
ア
ブ
ラ
ム
シ
に

は
植
え
付
け
時
の
植
え
穴
に
オ
ル
ト
ラ
ン
粒
剤
な
ど

の
土
壌
施
用
剤
を
混
ぜ
込
ん
で
お
く
と
予
防
効
果
が

あ
り
、
発
生
し
た
ら
サ
ン
ク
リ
ス
タ
ル
乳
剤
な
ど
で

防
除
し
ま
す
。

【
収
穫
】
開
花
か
ら
収
穫
ま
で
の
日
数
は
、
気
温
で

異
な
り
ま
す
が
、
夏
季
で
大
玉
は
40
日
前
後
、
ミ
ニ

で
30
日
前
後
で
す
。

え
そ
斑
点
病

　

本
葉
10
枚
目
よ
り
発
生
し
、
葉
、
茎
、
葉

柄
、
果
梗
、
果
実
、
根
等
あ
ら
ゆ
る
部
分
に
え

そ
症
状
を
現
わ
し
ま
す
。
葉
に
は
小
斑
点
型
、

ま
た
は
葉
柄
部
へ
ク
サ
ビ
型
に
進
展
す
る
大

病
斑
の
え
そ
を
生
じ
ま
す
。
発
病
株
の
果
実

は
玉
伸
び
や
、
ネ
ッ
ト
形
成
、
糖
度
の
の
り
が

悪
く
な
り
、
酷
い
場
合
は
果
肉
が
劣
化
し
ま

す
。
本
病
は
種
子
、
土
壌
、
汁
液
で
伝
染
す
る

の
で
甚
大
な
被
害
を
被
る
と
、
収
穫
が
皆
無

に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

【
そ
う
か
病
】

発
生
と
そ
の
被
害

　

葉
・
果
実
・
枝
に
い
ぼ
状
の
病
斑
が
発
生
し
、

外
観
を
激
し
く
損
ね
ま
す
。
旧
葉
の
病
斑
で
越

冬
し
、
発
芽
期
以
降
は
雨
が
降
る
た
び
に
伝
染
、

新
し
い
病
斑
も
感
染
源
と
な
り
ま
す
。
果
実
に

は
５
〜
９
月
ま
で
感
染
し
ま
す
が
、
肥
大
が
進

む
に
つ
れ
て
感
染
し
づ
ら
く
な
り
ま
す
。

防
除
方
法
と
ポ
イ
ン
ト

　

春
葉
で
の
発
生
を
抑
え
る
た
め
に
、
剪
定
時

に
発
病
葉
枝
を
除
去
す
る
こ
と
が
有
効
で
す
。

ま
た
、
展
葉
初
期
（
も
っ
と
も
伸
び
た
春
芽
が

１
㎝
程
度
）
と
開
花
始
め
に
薬
剤
散
布
を
行
い

ま
す
。
デ
ラ
ン
フ
ロ
ア
ブ
ル
（
１
０
０
０
倍
・
30

日
・
３
回
）
が
有
効
で
す
が
、
肌
等
に
か
ぶ
れ
が

起
こ
る
方
は
フ
ル
ー
ツ
セ
イ
バ
ー
（
２
０
０
０

倍
・
前
日
・
３
回
）
マ
ネ
ー
ジ
D
F
（
５
０
０
０

倍
・
30
日
・
３
回
）
を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

【
ミ
カ
ン
ハ
ダ
ニ
】

生
態
と
そ
の
被
害

　

雌
成
虫
の
体
長
は
0.4
〜
0.5
㎜
で
赤
色
を
し

て
い
ま
す
。
３
月
ご
ろ
よ
り
増
加
を
始
め
、

５
月
〜
梅
雨
明
け
、
９
〜
10
月
に
急
増
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。
た
だ
、
７
〜
８
月
の
盛

夏
期
は
高
温
に
よ
り
増
殖
量
が
や
や
低
下
し

ま
す
。
葉
や
果
実
が
吸
汁
加
害
さ
れ
る
と
、

白
い
カ
ス
レ
様
と
な
り
外
観
が
損
な
わ
れ
、

樹
体
の
光
合
成
能
力
も
低
下
し
ま
す
。

防
除
方
法
と
ポ
イ
ン
ト

　

12
月
〜
１
月
の
厳
冬
期
に
防
除
を
行
わ
な

か
っ
た
場
合
は
、
ア
タ
ッ
ク
オ
イ
ル
（
１
０

０
倍
）
を
４
月
に
散
布
し
ま
す
。
た
だ
し
、Ｉ

Ｃ
ボ
ル
ド
ー
（
幹
腐
病
対
策
）
と
の
混
用
お

よ
び
14
日
以
内
の
近
接
散
布
は
薬
効
の
低
下

お
よ
び
薬
害
を
生
じ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す

の
で
行
わ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

【
対
策
】

・
現
在
ウ
イ
ル
ス
を
死
滅
さ
せ
る
有
効
的
な
薬

剤
な
ど
の
方
法
は
あ
り
ま
せ
ん
。
基
本
的
な

防
除
対
策
と
し
て
は
ウ
イ
ル
ス
を
媒
介
す
る

オ
ル
ピ
デ
ィ
ウ
ム
菌
を
除
去
す
る
こ
と
が
重

要
で
す
。

・
汚
染
ほ
場
に
関
わ
ら
ず
作
毎
に
土
壌
消
毒
を

し
ま
し
ょ
う
。

・
多
湿
条
件
で
は
オ
ル
ピ
デ
ィ
ウ
ム
菌
が
活
発

に
な
る
の
で
排
水
対
策
を
図
っ
て
く
だ
さ
い
。

・
外
部
か
ら
の
汚
水
や
雨
水
の
流
入
を
防
ぎ
ま
す
。

・
管
理
作
業
に
よ
る
二
次
伝
染
を
避
け
る
た
め

手
、
靴
底
、
器
具
、
資
材
の
消
毒
を
す
る
。

・
抵
抗
性
品
種
、
台
木
を
使
用
す
る
。

ゆ
ず

メ
ロ
ン

※クサビ形に進展した大病斑 ※地際部被害
“鳥あし”の症状

※果肉被害（裂果･空洞）

春
先
の
病
害
虫
防
除ハダニに吸汁された葉

葉・果実上のいぼ状病斑

近
年
の
異
常
気
象
に
よ
り
発
生
が
増
え
て
い
ま
す
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【
チ
ク
カ
ツ
！  

の
ペ
ー
ジ
の
お
便

り
を
た
く
さ
ん
頂
き
ま
し
た
♪
】

塩
の
道
、
短
い
距
離
は
歩
い
た
こ

と
が
あ
り
ま
す
が
、
香
北
町
の
道

は
知
ら
な
い
と
こ
ろ
が
多
い
の
で
、

い
つ
か
歩
い
て
み
た
い
で
す
ね
。

（
香
美
市
物
部
町
・
61
歳
）

「
塩
の
道
」
の
こ
と
は
知
っ
て
い
ま

し
た
が
、
ま
だ
歩
い
た
こ
と
が
な

い
の
で一度
行
っ
て
み
た
い
で
す
。

（
香
南
市
野
市
町
・
63
歳
）

▼
実
は
広
報
担
当
者
で
あ
る
私
も

歩
い
た
こ
と
が
な
い
ん
で
す
。
私

も
ま
だ
ま
だ
知
ら
な
い
道
が
多
い

の
で
、
開
催
さ
れ
る
際
に
は
参
加

し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

チ
ク
カ
ツ
！  

の
「
塩
の
道
」、
以

前
か
ら
興
味
が
あ
り
ま
し
た
。
６

㎞
ほ
ど
な
ら
歩
け
る
か
な
…
と
。

（
香
美
市
土
佐
山
田
町
・
68
歳
）

▼
短
す
ぎ
ず
長
す
ぎ
な
い
ち
ょ
う

ど
良
い
距
離
で
す
。
次
回
開
催
さ

れ
る
時
に
は
と
も
に
参
加
し
ま

し
ょ
う
！

毎
日
８
０
０
０
歩
を
目
標
に
歩
い

て
い
ま
す
が
、
チ
ク
カ
ツ
！  

で
紹

介
さ
れ
て
い
た
よ
う
に
、
地
域
を

い
ろ
い
ろ
と
歩
い
て
み
る
の
も
い
い

か
な
、
と
思
い
ま
し
た
。

（
香
美
市
香
北
町
・
73
歳
）

▼
毎
日
８
０
０
０
歩
⁉  

地
域
の
魅

力
を
発
掘
し
た
ら
私
に
も
教
え
て

く
だ
さ
い
ね
♪

和
洋
折
衷
な
里
芋
の
チ
ー
ズ
と
生

ハ
ム
コ
ロ
ッ
ケ
。
作
っ
て
み
よ
う
と

思
っ
て
い
ま
す
。

（
香
南
市
香
我
美
町
・
73
歳
）

表
紙
も
い
い
で
す
が
、
裏
表
紙
も
な

つ
か
し
さ
が
あ
っ
て
良
か
っ
た
で
す
。

（
香
南
市
夜
須
町
・
70
歳
）

「
地
域
で
輝
く
女
性
農
業
者
の
チ

カ
ラ
」
農
業
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
る

き
っ
か
け
は
色
々
で
す
が
、
皆
さ

ん
が
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
く
姿
に
い

ろ
い
ろ
考
え
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

（
香
美
市
土
佐
山
田
町
・
51
歳
）

▼
昔
か
ら
農
家
さ
ん
が
使
用
し
て

き
た
農
機
具
。
機
械
化
が
進
む
中

で
改
め
て
農
機
具
の
魅
力
を
感
じ

ま
し
た
☆  

サ
ツ
マ
イ
モ
が
写
っ
て
い

る
の
も
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
で
す
ね
！ 

今
月
号
の
裏
表
紙
は
い
か
が
で
す

か
？  

今
ま
で
の
「
こ
う
ぐ
ラ
ム
！
」

と
は
少
し
違
っ
た
角
度
の
写
真
に

し
て
み
ま
し
た
。

▼
コ
ロ
ッ
ケ
に
生
ハ
ム
と
い
う
発
想

が
な
か
っ
た
の
で
、
ど
ん
な
コ
ン
ビ

ネ
ー
シ
ョ
ン
に
な
る
の
か
楽
し
み

だ
と
思
い
ま
し
た
！

▼
地
域
に
も
た
く
さ
ん
の
女
性
農

業
者
が
い
て
、
地
域
を
引
っ
張
っ
て

い
く
よ
う
な
活
動
を
さ
れ
て
い
る

方
も
い
ま
す
。
今
後
も
そ
う
い
っ
た

方
々
に
焦
点
を
当
て
、
紹
介
し
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
！

廃ポリ・廃プラ回収日

組合員・利用者の皆様へ
吉川支所購買業務移管のお知らせ

◆ 廃ポリ
とき：４月20日（水）　午前９時～11時
とき：４月21日（木）　午前９時～11時
とき：４月 ８日（金）　午前９時～11時
とき：４月15日（金）　午前９時～11時
とき：４月12日（火）　午前８時～ ９時30分

とき：４月14日（木）　午前８時～10時

物部支所
香北支所
土佐山田支所
野市支所
夜須支所
吉川・香我美・赤岡支所

◆ 廃プラ（ビニール）
とき：４月 ６日（水）　午前９時～10時野市支所

　物部支所は物部集出荷場、香北支所は生姜予冷庫前、土佐山田支所は
土佐山田購買課西側駐車場。野市支所、夜須支所、吉川・香我美・赤岡
支所は旧香我美ライスセンターとなっています。

回収場所

　ビニール・ポリ以外の異物（泥土・ゴミなど）が付着すると、費用負担が
多くかかり、何よりも土の微粒子等が飛散することにより近隣住民に大きなご
迷惑となります。回収にあたり、異物を十分に取り除いて頂きますようお願い
いたします。

回収にあたってのご注意

〒781－5295  香南市野市町西野2704－２　TEL.0887－56－0121

野市支所　56－0921　　 物部支所　　　58－3105

香北支所　59－2321　　 土佐山田支所　53－2155

吉川支所　55－2117　 　赤岡支所　　　55－2151

夜須支所　55－2155　　 香我美支所　　55－3135

【連絡先】高知県農業協同組合 香美地区本部

特産センター　56－0061　　車輌センター　　56－0314

農機センター　53－4221　　LPガスセンター　53－4353

JA共済中央サービスセンター　088－821－6015

JA葬祭会館「ルミエールとさかみ」 56－5911（24時間対応）

香美営農経済センター　56－2372

　このたび、JA高知県経営基盤強化対策における施設再編
計画の一環として、令和４年３月末をもって吉川支所購買
業務を野市支所購買課に移管することとなりました。
　これまで長きにわたり、ご支援賜りました皆様にご迷惑
をおかけしますことを深くお詫び申し上げますとともに、
心より感謝申し上げます。
　尚、販売業務はこれまでどおりの運営となりますので
宜しくお願い申し上げます。

香美地区吉川支所


